
(57)【要約】

針アセンブリは細長い矩形断面の針台（１０）と、針（

１２）と、収容ケース（１４）が針（１２）を覆う前方

の位置と針（１２）が露出する後方の位置の間を軸に沿

って往復動する、針台（１０）に取り付けられる収容ケ

ース（１４）とを有する。収容ケース（１４）の後部は

、向かい合う弾性部材（３０）で画定された二股の構造

を有している。それは注射するときの後方の位置に収容

ケース（１４）がある時、第一の傾斜面（２４）の後部

に合う部分（１８）と係合する。注射実施後、収容ケー

ス（１４）は傾斜面（２４）から弾性部材（３０）を離

れさせる為に針台（１０）に対し軸上を９０°回転する

。収容ケース（１４）はその時自動的に圧縮バネの力で

前方へスライドし、弾性部材（３０）は第２の傾斜面（

２６）と係合しロックされ針（１２）が安全となる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 方 向 に 沿 っ て 離 れ た 先 端 及 び 後 端 を 有 す る 細 長 い 針 台 と 、
　 前 記 細 長 い 針 台 の 先 端 か ら 軸 方 向 に 延 び る 針 と 、
　 前 記 針 を 覆 う 前 方 の 位 置 と 前 記 針 が 露 出 さ れ る 後 方 の 位 置 と の 間 を 軸 方 向 に 往 復 動 し 、
前 記 細 長 い 針 台 に 取 り 付 け ら れ る 収 容 ケ ー ス と
を 有 す る 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 細 長 い 針 台 に お い て 、 向 か い 合 っ た 一 対 の 第 １ 及 び 第 ２ 側 面 で 画 定 さ れ た 長 さ 方 向
の 部 分 が 略 矩 形 の 断 面 で あ り 、
　 ま た 、 前 記 収 容 ケ ー ス が 向 か い 合 っ た 弾 性 部 材 を 有 し て お り 、 当 該 弾 性 部 材 は 前 記 細 長
い 針 台 の 向 か い 合 っ た 一 対 の 側 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 前 記 収 容 ケ ー ス の 後 端 が 、 二 股 の 構 造 を 有 し て お り 、 向 か い 合 っ た 前 記 弾 性 部 材 を 画
定 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 最 初 に 前 記 弾 性 部 材 が 前 記 細 長 い 針 台 の 向 か い 合 っ た 一 対 の 第 １ 側 面 と 係 合 し て お り
、 そ の 向 か い 合 っ た 一 対 の 第 １ 側 面 の 後 端 が 、 前 記 向 か い 合 っ た 弾 性 部 材 を 保 持 す る 第 １
傾 斜 と な っ て い る 事 で 、 使 用 時 に 前 記 針 が 露 出 さ れ る 前 記 後 方 の 位 置 に お い て 前 記 収 容 ケ
ー ス が 保 持 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 　 前 記 細 長 い 針 台 が 前 記 第 １ 傾 斜 の 後 方 の 少 な く と も 一 部 に 円 形 断 面 部 を 有 し て お り 、
当 該 少 な く と も 一 部 の 円 形 断 面 部 は 、 前 記 収 容 ケ ー ス が 後 方 の 位 置 に あ る 時 に 収 容 ケ ー ス
が 針 台 に 対 し て 軸 周 り に 回 転 可 能 な よ う に 前 記 向 か い 合 う 弾 性 部 材 と 係 合 し 、 回 転 後 に 、
向 か い 合 う 弾 性 部 材 が 、 細 長 い 収 容 ケ ー ス に お け る 向 か い 合 っ た 第 ２ 側 面 に 対 し て 位 置 合
わ せ さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 向 か い 合 っ た 一 対 の 第 ２ 側 面 の 先 端 が 、 前 記 向 か い 合 っ た 弾 性 部 材 を 保 持 す る 第 ２
傾 斜 と な っ て お り 、 こ れ に よ り 前 記 収 容 ケ ー ス を 前 記 針 が 保 護 さ れ る 前 方 の 位 置 に 保 持 す
る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 向 か い 合 っ た 弾 性 部 材 と 前 記 針 台 の 第 ２ 傾 斜 の 前 方 に 備 え ら れ た 外 側 平 面 と の 係 合
に よ っ て 前 記 収 容 ケ ー ス が 前 方 の 位 置 に 保 持 さ れ る 時 、 前 記 収 容 ケ ー ス が 前 記 針 台 に 対 し
回 転 で き な い 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 収 容 ケ ー ス が 前 記 針 台 に 対 し 第 １ の 角 位 置 と 第 ２ の 角 位 置 と の 間 を 軸 周 り に 回 転 可
能 で あ り 、
　 前 記 収 容 ケ ー ス が 前 記 第 １ の 角 位 置 で は 前 記 後 方 の 位 置 で 保 持 さ れ て い て 、 前 記 第 ２ の
角 位 置 で は 前 記 後 方 の 位 置 で 保 持 さ れ な い 、
請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 収 容 ケ ー ス が 前 記 後 方 の 位 置 で は 回 転 の み 可 能 で あ り 、 前 記 第 ２ の 角 位 置 に お い て
は 、 前 記 前 方 の 位 置 で ロ ッ ク さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 針 台 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 細 長 い 針 台 は 、 軸 方 向 に 延 び る 第 １ 及 び 第 ２ 側 面 を 画 定 す る 断 面 を 長 さ 方 向 に 少 な
く と も 一 部 有 し 、 軸 方 向 に 延 び る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 側 面 は 、 軸 周 り に 所 定 角 度 を お い て 配
置 さ れ て お り 、
　 前 記 収 容 ケ ー ス は 、 針 が 露 出 し て い る 間 は 前 記 細 長 い 針 台 の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び た 第 １
側 面 に 係 合 し 、 前 記 針 が 覆 わ れ て い る 間 は 前 記 細 長 い 針 台 の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び た 第 ２ 側
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面 に 係 合 す る 前 記 弾 性 部 材 を 有 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 針 ア セ ン ブ リ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 針 に よ る 損 傷 を 防 止 し た り 、 故 意 お よ び 偶 然 に 針 が 再 使 用 さ れ な い の を 確 実 に す る 為 、
使 用 前 後 に 針 を 保 護 す る こ と が 好 ま し い と 認 識 さ れ て い る 。 こ の 為 、 使 用 後 に 針 が 収 容 ケ
ー ス で 覆 わ れ て い る 状 態 で 、 ロ ッ ク で き る 収 容 ケ ー ス を 持 つ 多 数 の 注 射 器 が 先 行 技 術 と し
て 出 て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 請 求 項 に 定 義 さ れ る 針 ア セ ン ブ リ を 提 供 す る も の で あ る 。 針 ア セ ン ブ
リ の 好 ま し い 特 徴 は 以 下 の 記 述 に よ り 明 ら か と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま ず 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 針 ア セ ン ブ リ の 分 解 斜 視 図 が 図 示 さ れ て い る 。 針 ア セ
ン ブ リ は 、 細 長 い 針 台 １ ０ と 、 こ の 針 台 １ ０ か ら 前 方 に 延 び る 針 １ ２ と 、 使 用 時 に 針 台 １
０ に 取 り 付 け る 収 容 ケ ー ス １ ４ と を 有 し て い る 。 後 述 の 説 明 か ら 針 台 １ ０ は 、 こ の 針 台 １
０ に 取 り 付 け て い る 収 容 ケ ー ス １ ４ の 往 復 動 に 適 応 す る た め 、 十 分 に 細 長 い も の で あ る 事
が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 的 に は 、 針 ア セ ン ブ リ の 構 成 部 品 は 針 １ ２ を 除 き 、 プ ラ ス チ ッ ク で 製 造 さ れ る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 針 台 １ ０ は 後 方 円 錐 形 軸 部 １ ６ を 有 し て お り 、 そ の 終 端 が フ ラ ン ジ １ ７ と な っ て い る 。
そ の 後 方 円 錐 形 軸 部 １ ６ は 注 射 器 の 先 端 を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る （ 図 示 省 略 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 円 錐 形 軸 部 １ ６ の す ぐ 前 方 は 円 形 断 面 軸 部 １ ８ と な っ て い る 。 円 形 断 面 軸 部 １ ８ の 前 方
は 、 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ と な っ て い る 。 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ の 前 方 は 、 一 般 的 に そ の 先 端 か ら
針 が 延 び て い る 円 筒 形 軸 部 ２ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ は 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 一 対 の 横 側 面 と 上 下 側 面 と か ら な る ４
面 で 画 定 さ れ る 。 そ の 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ の 横 側 面 の 後 端 は 、 横 に 広 が る 第 １ の 傾 斜 面 ２ ４
と な っ て い る 。 そ の 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ の 上 下 側 面 の 先 端 は 、 上 下 に 広 が る 第 ２ の 傾 斜 面 ２
６ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 図 １ を 参 照 す る と 、 収 容 ケ ー ス １ ４ は 反 対 向 き の タ ブ ２ ８ を 有 し て い る 。 こ の タ
ブ は 、 針 ア セ ン ブ リ を 使 用 す る 際 に 指 を 引 っ か け る 為 の も の で あ る 。 ま た 、 収 容 ケ ー ス １
４ の 後 端 は 二 股 の 構 造 を 有 し て い る 。 こ れ は 、 横 方 向 に 可 撓 性 の あ る 一 対 の 弾 性 部 材 ３ ０
に よ り 画 定 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の 弾 性 部 材 ３ ０ は 前 方 内 部 面 ３ １ と 、 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ の 側
面 と 係 合 す る 際 に 使 用 さ れ る 内 側 面 ３ ２ と 、 後 方 面 ３ ３ と を 有 し て い る （ 最 適 図 ６ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 続 い て 図 ２ を 参 照 す る と 、 組 み 合 わ さ れ た 針 ア セ ン ブ リ は 、 針 が 保 護 さ れ て い る 使 用 前
の 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 状 態 で は 、 収 容 ケ ー ス １ ４ は 、 内 部 の 圧 縮 バ ネ ３ ８ の 力 で 針 台
１ ０ に 対 し て 前 方 に 偏 し て い る （ 図 ６ 、 図 ７ 参 照 ） 。 収 容 ケ ー ス １ ４ の 前 方 内 部 面 ３ １ と
針 台 １ ０ の 横 に 広 が っ た 後 方 面 ３ ４ と が 係 合 し て い る た め 、 収 容 ケ ー ス １ ４ が 針 台 １ ０ か
ら 前 方 に は ず れ る 事 が 防 が れ て い る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 図 ３ を 参 照 す る と 、 収 容 ケ ー ス １ ４ は 、 針 １ ２ が 露 出 す る 、 使 用 直 前 の 位 置 ま で 針
台 １ ０ に 対 し て 後 方 に 引 っ 張 ら れ て い る 。 針 台 １ ０ に 対 し 、 収 容 ケ ー ス １ ４ が 後 方 に 移 動
す る 間 、 圧 縮 バ ネ ３ ８ は 圧 縮 さ れ 、 ま た 、 内 側 面 ３ ２ は 、 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ の そ れ ぞ れ の
横 側 面 に そ っ て ス ラ イ ド し 、 横 に 広 が っ て い る 第 １ の 傾 斜 面 ２ ４ ま で 移 動 す る 。 い っ た ん
、 弾 性 部 材 ３ ０ が 横 に 広 が っ て い る 第 １ の 傾 斜 面 ２ ４ を 越 え る と 、 内 側 面 ３ ２ が 円 形 断 面
軸 部 １ ８ と 係 合 す る 位 置 で 内 側 に は ま る 。 同 時 に 、 収 容 ケ ー ス １ ４ の 内 部 前 方 面 ３ １ が 、
横 に 広 が っ て い る 第 １ の 傾 斜 面 ２ ４ の 後 方 面 と 係 合 す る 。 よ っ て 収 容 ケ ー ス １ ４ は 、 圧 縮
バ ネ ３ ８ の 力 で 、 針 台 １ ０ に 対 し 、 前 方 へ 動 く 事 が 出 来 な く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 注 射 実 施 後 、 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 収 容 ケ ー ス １ ４ を 針 台 １ ０ に 対 し 、 軸 方 向 に
対 し て ９ ０ ° 回 転 さ せ る 。 シ ー ル ド １ ４ は 、 図 例 の よ う に 、 針 台 １ ０ に 対 し ど ち ら の 方 向
に も 回 転 す る こ と が 出 来 る 。 一 方 、 円 形 断 面 軸 部 が 、 一 部 の み 円 形 の 断 面 で あ れ ば （ 例 ；
二 つ の 向 か い 合 っ た 四 半 円 ） 、 シ ー ル ド １ ４ は 針 台 １ ０ に 対 し 、 一 方 向 し か 回 転 出 来 な い
よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 針 台 １ ０ に 対 す る 収 容 ケ ー ス １ ４ の 回 転 は 、 針 台 １ ４ の 内 側 面 ３ ２ が 、 針 台 １ ０ の 円 形
断 面 軸 部 １ ８ と 係 合 し て い る 為 に 可 能 と な る 。 収 容 ケ ー ス １ ４ が 図 ４ に 示 さ れ る 位 置 ま で
回 転 し た と き 、 弾 性 部 材 ３ ０ が 横 に 広 が る 第 一 の 傾 斜 面 ２ ４ か ら 解 放 さ れ る 為 、 圧 縮 バ ネ
３ ８ の 作 用 で 図 ５ に 示 す 位 置 ま で 、 前 方 に 自 由 に 動 く 事 が 出 来 る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 針 台 １ ０ に 対 す る 収 容 ケ ー ス １ ４ の 前 方 へ の 移 動 の 間 、 圧 縮 さ れ て い た バ ネ ３ ８ は 延 び
、 針 台 １ ４ の 内 部 面 ３ ２ は 針 台 １ ０ の 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ の 上 下 側 面 に 沿 っ て ス ラ イ ド す る
。 収 容 ケ ー ス １ ４ が 図 ５ に 図 示 さ れ て い る 前 方 の 位 置 に 達 し た と き 、 弾 性 部 材 ３ ０ は 上 下
に 広 が っ て い る 第 ２ の 傾 斜 面 ２ ６ を 越 え て 広 が る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ の 傾 斜 面 ２ ６ を 越 え た 後 、 弾 性 部 材 ３ ０ は 内 側 に 係 合 し 、 内 側 面 ３ ２ は 、 針 台 １ ０
の 外 側 平 面 ３ ６ と 係 合 す る （ 図 １ 参 照 ） 。 そ の 結 果 、 第 ２ 傾 斜 面 ２ ６ の 後 方 面 と 収 容 ケ ー
ス １ ４ の 後 方 面 ３ ３ と の 係 合 の 為 、 針 台 １ ０ に 対 す る 収 容 ケ ー ス １ ４ の 後 方 へ の 動 作 が 防
が れ る 。 さ ら に 収 容 ケ ー ス １ ４ は 、 内 側 面 ３ ２ と 、 針 台 １ ０ の 外 側 平 面 ３ ６ と の 係 合 の 為
、 針 台 １ ０ に 対 し て 回 転 す る 事 が 出 来 な く な る 。 こ の 点 に つ い て は 、 弾 性 部 材 が 第 １ の 傾
斜 面 ２ ４ と 第 ２ の 傾 斜 面 ２ ６ と を 通 過 す る の に 十 分 な 弾 力 を 持 っ て い る 一 方 で 、 弾 性 部 材
が 針 台 の 外 側 平 面 ３ ６ と 係 合 し て い る 図 ５ に 図 示 さ れ て い る 位 置 の 時 、 こ れ ら は 容 易 に シ
ー ル ド １ ４ を 回 転 さ せ て し ま う よ う な 弾 性 を 有 す る も の で は な い と い う 事 が 分 か る で あ ろ
う 。 む し ろ 、 図 ５ に 示 さ れ て い る 位 置 に ロ ッ ク さ れ て い る 時 、 シ ー ル ド を 回 転 さ せ る に は
、 か な り の 力 を 付 与 す る 必 要 が あ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 弾 性 部 材 ３ ０ の 弾 力 の 為 、 針 台 の 矩 形 断 面 軸 部 ２ ０ が 完 全 な 正 方 形 で あ る 必 要 は な く 、
実 際 は 長 方 形 断 面 で よ い と さ れ て い る 。 こ の 点 に 関 し 、 矩 形 断 面 は 横 よ り 上 下 方 向 に 高 い
方 が 望 ま し く 、 こ れ に よ っ て 、 収 容 ケ ー ス が 図 ４ 及 び 図 ５ で 示 す 方 向 に 回 転 さ れ た 後 、 弾
性 部 材 に 作 用 す る 負 荷 の 程 度 が 大 き く な る 。 同 様 に 弾 性 部 材 ３ ０ は 円 形 断 面 軸 部 １ ８ の 丸
み が 不 完 全 で も 適 応 す る 事 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ そ れ ぞ れ に 対 応 す る 部 分 的 な 平 面 断 面 図 で あ る 。 図 ６ 及
び 図 ７ は 、 図 １ か ら 図 ５ の 斜 視 図 か ら は 容 易 に 明 ら か に 出 来 な い い く つ か の 隠 れ た 詳 細 を
図 示 し て い る 。 特 に 、 針 台 １ ０ の 先 端 ２ ２ と 収 容 ケ ー ス １ ４ の 内 部 後 端 と の 間 に 設 け ら れ
て い る 圧 縮 バ ネ ３ ８ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 般 的 に は 、 針 ア セ ン ブ リ １ ０ は 、 流 体 が 入 っ て い る 筒 と 、 後 方 に 延 び て い る プ ラ ン ジ
ャ ー ア セ ン ブ リ と を 有 す る 従 来 の 注 射 器 に 取 り 付 け る 事 が 出 来 る 。 そ の 注 射 器 は 、 流 体 が
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予 め 満 た さ れ て い る も の で も そ う で な い も の で も 良 い 。 本 発 明 は 、 ま た 図 ８ に 図 示 さ れ る
よ う な 従 来 の 少 量 注 射 器 の 使 用 に も 適 応 す る 。 図 ８ の ケ ー ス で は 、 従 来 の 筒 及 び プ ラ ン ジ
ャ ー ア セ ン ブ リ は 、 可 撓 性 の あ る 、 流 体 が 含 ま れ た ベ ロ ー ４ ０ に 置 き 換 え る 事 が 出 来 る 。
こ の 特 殊 な 形 態 で は 、 流 体 が 含 ま れ た ベ ロ ー ４ ０ が 針 台 の 円 錐 状 部 １ ６ と 連 結 す る よ う 向
け ら れ て い る 。 連 結 の 間 、 針 １ ２ の 後 方 に 延 び た 部 分 が 、 流 体 が 含 ま れ た ベ ロ ー ４ ０ の 先
端 の 破 れ や す い 膜 ４ ２ に 穴 を あ け る 事 で 、 流 体 が 含 ま れ た ベ ロ ー ４ ０ の 内 部 と 針 １ ２ と が
結 合 さ れ 流 体 が 行 き 来 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 細 長 い 針 台 １ ０ の 補 助 的 な 効 果 は 、 針 台 １ ０ の 本 体 を 通 っ て い る 針 １ ２ の 比 較
的 大 き な 軸 の 長 さ が あ る と い う 事 で あ る 。 こ れ に よ り 、 針 台 １ ０ に 針 １ ２ を 取 り 付 け る の
が 容 易 に な り 、 針 台 １ ２ は 、 使 用 時 の 信 頼 性 及 び 効 果 的 な 製 造 コ ス ト の 両 方 を 満 た す よ う
に 、 針 を 強 固 に 固 定 す る こ と を 確 実 に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 つ の 形 態 の 可 能 性 と し て 、 針 １ ２ を 通 す シ ー ル ド １ ４ の 先 端 は 破 れ や す い 膜 で シ ー ル
す る 事 が で き 、 こ れ に よ っ て シ ー ル ド １ ４ は 図 ２ に 示 さ れ る 位 置 か ら 図 ３ に 示 さ れ る 位 置
ま で バ ネ に 逆 ら っ て 容 易 に 動 く 事 が 出 来 な い 。 し か し 図 ２ に 示 さ れ る 位 置 か ら 図 ３ に 示 さ
れ る 位 置 ま で の シ ー ル ド の 移 動 の 間 に 、 針 は シ ー ル ド １ ４ の 先 端 の 破 れ や す い 膜 を 突 き 刺
す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の も う 一 つ の 重 要 な 利 点 は 、 従 来 の 皮 下 注 射 器 や 図 ８ に 図 示 さ れ る タ イ プ の 注 射
器 の 使 用 に 適 し て い る と い う 事 で あ る 。 こ の 点 に つ い て は 、 先 行 技 術 の 設 計 で は 往 復 動 が
で き る よ う に 、 注 射 器 の 筒 上 に 収 容 ケ ー ス を 取 り 付 け て い る 。 こ の 事 は 、 収 容 ケ ー ス を 受
け る 為 に 、 注 射 器 の 筒 を 特 別 な 形 態 に す る 事 と な っ て し ま う 。 本 発 明 で は 往 復 動 の 為 に 、
収 容 ケ ー ス １ ４ は 針 台 １ ０ に 取 り 付 け ら れ る の で 、 結 果 的 に 従 来 の 円 筒 の 筒 が 使 用 で き る
事 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 好 ま し い 形 態 で は 、 材 料 の 選 択 や 、 材 料 の 厚 さ 、 二 股 の シ ー ル ド に よ っ て 、 シ ー ル ド １
４ の 弾 力 が 設 計 さ れ る 。 し か し 、 シ ー ル ド を 硬 く し て 、 針 台 １ ０ の 傾 斜 に 弾 力 性 を 持 た せ
る よ う に 設 計 す る 事 も ま た 可 能 で あ る 。 た と え ば 傾 斜 が 、 シ ー ル ド が 通 過 し た と き 内 側 に
変 形 す る よ う な 弾 力 性 を 持 っ た フ ラ ッ プ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し い 形 態 で は 、 一 対 の 弾 性 部 材 と 、 こ の 弾 性 部 材 と 係 合 す る 一 つ の 針 台 の 側 面 と を
有 す る 。 し か し 、 他 方 の 形 態 で は 、 こ れ よ り 多 い も し く は 少 な い 弾 性 部 材 と 、 こ れ ら 弾 性
部 材 と 係 合 す る 数 の 針 台 の 側 面 と を 有 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 も ち ろ ん 、 上 述 し た も の は 本 発 明 の 実 例 で あ る が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 こ こ に 示 し た 本 発
明 の 広 い 範 囲 の 中 で 他 の 改 良 や 変 形 を 考 え る こ と が 出 来 る と 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 が よ り 簡 単 に 理 解 さ れ 、 実 施 で き る よ う に す る 為 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を
図 示 し た 添 付 図 面 が 参 照 さ れ る 。
【 図 １ 】 本 発 明 の 針 ア セ ン ブ リ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 使 用 前 の 、 針 が 保 護 さ れ て い る 状 態 の 収 容 ケ ー ス を 取 り 付 け た 針 ア セ ン ブ リ の 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 使 用 直 前 の 、 針 が 露 出 さ れ た 状 態 の 収 容 ケ ー ス を 取 り 付 け た 針 ア セ ン ブ リ の 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 使 用 後 の 、 針 が 露 出 さ れ た 状 態 の 針 ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 使 用 後 の 、 針 が 保 護 さ れ て い る 状 態 の 針 ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 針 ア セ ン ブ リ の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ の 針 ア セ ン ブ リ の 部 分 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 合 体 直 前 の 請 求 項 ２ に 係 る 針 ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 7月 25日 (2003.7.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 方 向 に 沿 っ て 離 れ た 先 端 及 び 後 端 を 有 す る 細 長 い 針 台 と 、
　 前 記 細 長 い 針 台 の 先 端 か ら 軸 方 向 に 延 び る 針 と 、
　 前 記 針 を 覆 う 前 方 の 位 置 と 前 記 針 が 露 出 さ れ る 後 方 の 位 置 と の 間 を 軸 方 向 に 往 復 動 し 、
前 記 細 長 い 針 台 に 取 り 付 け ら れ る 収 容 ケ ー ス と を 具 備 し 、
　 前 記 収 容 ケ ー ス は 、 始 め は 前 記 前 方 の 位 置 に あ り 、 前 記 後 方 の 位 置 に 移 動 可 能 で あ っ て
、
前 記 細 長 い 針 台 に 対 し 当 該 後 方 の 位 置 で 保 持 さ れ 、 軸 周 り に 回 転 す る こ と で 前 記 前 方 の 位
置 に 戻 る よ う に 解 放 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 細 長 い 針 台 に お い て 、 向 か い 合 っ た 一 対 の 第 １ 及 び 第 ２ 側 面 で 画 定 さ れ た 長 さ 方 向 の
部 分 が 略 矩 形 の 断 面 で あ り 、
　 ま た 、 前 記 収 容 ケ ー ス が 向 か い 合 っ た 弾 性 部 材 を 有 し て お り 、 当 該 弾 性 部 材 は 前 記 細 長
い 針 台 の 向 か い 合 っ た 一 対 の 側 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 収 容 ケ ー ス の 後 端 が 、 二 股 の 構 造 を 有 し て お り 、 向 か い 合 っ た 前 記 弾 性 部 材 を 画 定 す
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る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
最 初 に 前 記 弾 性 部 材 が 前 記 細 長 い 針 台 の 向 か い 合 っ た 一 対 の 第 １ 側 面 と 係 合 し て お り 、 そ
の 向 か い 合 っ た 一 対 の 第 １ 側 面 の 後 端 が 、 前 記 向 か い 合 っ た 弾 性 部 材 を 保 持 す る 第 １ 傾 斜
と な っ て い る 事 で 、 使 用 時 に 前 記 針 が 露 出 さ れ る 前 記 後 方 の 位 置 に お い て 前 記 収 容 ケ ー ス
が 保 持 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 細 長 い 針 台 が 前 記 第 １ 傾 斜 の 後 方 の 少 な く と も 一 部 に 円 形 断 面 部 を 有 し て お り 、 当 該
少 な く と も 一 部 の 円 形 断 面 部 は 、 前 記 収 容 ケ ー ス が 後 方 の 位 置 に あ る 時 に 収 容 ケ ー ス が 針
台 に 対 し て 軸 周 り に 回 転 可 能 な よ う に 前 記 向 か い 合 う 弾 性 部 材 と 係 合 し 、 回 転 後 に 、 向 か
い 合 う 弾 性 部 材 が 、 細 長 い 収 容 ケ ー ス に お け る 向 か い 合 っ た 第 ２ 側 面 に 対 し て 位 置 合 わ せ
さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 向 か い 合 っ た 一 対 の 第 ２ 側 面 の 先 端 が 、 前 記 向 か い 合 っ た 弾 性 部 材 を 保 持 す る 第 ２ 傾
斜 と な っ て お り 、 こ れ に よ り 前 記 収 容 ケ ー ス を 前 記 針 が 保 護 さ れ る 前 方 の 位 置 に 保 持 す る
、 請 求 項 ５ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 向 か い 合 っ た 弾 性 部 材 と 前 記 針 台 の 第 ２ 傾 斜 の 前 方 に 備 え ら れ た 外 側 平 面 と の 係 合 に
よ っ て 前 記 収 容 ケ ー ス が 前 方 の 位 置 に 保 持 さ れ る 時 、 前 記 収 容 ケ ー ス が 前 記 針 台 に 対 し 回
転 で き な い 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 細 長 い 針 台 は 、 軸 方 向 に 延 び る 第 １ 及 び 第 ２ 側 面 を 画 定 す る 断 面 を 長 さ 方 向 に 少 な く
と も 一 部 有 し 、 軸 方 向 に 延 び る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 側 面 は 、 軸 周 り に 所 定 角 度 を お い て 配 置
さ れ て お り 、
　 前 記 収 容 ケ ー ス は 、 針 が 露 出 し て い る 間 は 前 記 細 長 い 針 台 の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び た 第 １
側 面 に 係 合 し 、 前 記 針 が 覆 わ れ て い る 間 は 前 記 細 長 い 針 台 の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び た 第 ２ 側
面 に 係 合 す る 前 記 弾 性 部 材 を 有 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 収 容 ケ ー ス が 前 記 前 方 の 位 置 に 偏 す る よ う 、 前 記 収 容 ケ ー ス と 前 記 細 長 い 針 台 と の 間
に 圧 縮 バ ネ が 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 針 が 、 前 記 細 長 い 針 台 の 軸 方 向 に 貫 通 し 延 び て 、 ま た 、 前 記 針 台 の 後 端 か ら 延 び て い
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 針 台 。
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